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  What is today Architectural Theory? In 1960s, the mass production era Christopher Alexander 
showed the Pattern Language as the opposition to the building construction in capitalism. 
Re-tracing all of his thesis,I suggest the active Patterns in today 










































 図 2 『コミュニティとプライバシ』で示されたダイア
グラム 
 



























































































図 5 アレグザンダーの民主的な手続きの欠落 
 













































































































































































































図 17 パタン 1から 18まで 
 
 


















学の実験』 鹿島出版 1975 年 
 
5. クリストファー・アレグザンダー.『パタン・
ランゲージ』 鹿島出版 1977年  
 
6. クリストファー・アレグザンダー.『時を超え
た建設の道』 鹿島建設 1979年 
 











道』 白水社 2013年 
 
11. 北山恒.塚本由晴.西沢立衛 『トウキョウ・メ
タボライジング』 TOTO出版 2010 年 
 
12. ベネディクト・アンダーソン 『想像の共同体』 
書籍工房早山 2007年 
 
 
 
 
 
